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佐
藤
慶
一
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
学
部
准
教
授
の
論
文
が

日
本
計
画
行
政
学
会
第
39
回

全
国
大
会
（
９
月
９
、
10

　「
筆
記
試
験
の
対
策
は
早
め
に

行
い
ま
し
ょ
う
！
」

　
毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
の
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
に
お
邪
魔
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
言
葉
は
ど
の
大
学
で

も
必
ず
耳
に
し
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
笑
顔
に

な
る
学
生
な
ど
お
ら
ず
、
筆
記
試

験
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験
）
対
策
は
ほ
と

ん
ど
の
学
生
に
と
っ
て
面
倒
に
感

じ
る
こ
と
の
一
つ
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

　
新
卒
採
用
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
い
わ
ゆ
る

〝
人
間
性
〞
が
重
視
さ
れ
る
傾
向

が
強
い
の
で
す
が
、
一
方
で
一
定

レ
ベ
ル
の
学
力
を
有
し
て
い
る
こ

と
が
選
考
の
基
準
と
な
る
こ
と
も

事
実
で
す
。
ま
た
、
人
気
企
業
に

は
全
国
の
学
生
か
ら
大
量
の
エ
ン

ト
リ
ー
が
集
中
し
ま
す
。
当
然
全

員
を
面
接
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
の
で
、
多
く
の
企
業
は
優
秀

な
人
材
を
見
分
け
る
基
準
と
し
て

筆
記
試
験
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験
を
用
い

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
就
職

活
動
を
す
る
学
生
に
と
っ
て
、
筆

記
試
験
は
や
は
り
〝
早
め
に
対
策

す
べ
き
も
の
〞
で
す
。

　
今
年
６
、
７
月
に
専
修
大
学
で

は
就
職
課
主
催
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
一
つ
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ビ
が

提
供
す
る
「
全
国
一
斉
Ｗ
Ｅ
Ｂ
模

擬
テ
ス
ト
」
を
約
１
０
０
０
人
の

学
生
が
受
け
ま
し
た
。
結
果
を
見

る
と
、
全
て
の
学
生
が
文
系
学
生

で
あ
る
こ
と
も
影
響
し
て
い
ま
す

が
、
明
ら
か
に
非
言
語
問
題
（
数

学
、
理
科
等
）
を
苦
手
と
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
採
用
選
考
で
行
わ
れ
る
筆
記
試

験
突
破
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
難
解
な

問
題
を
時
間
を
か
け
て
解
く
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
ほ
ど
難

し
く
な
い
問
題
を
い
か
に
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
解
け
る
か
否
か
で
す
。

そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
間

違
い
な
く
〝
慣
れ
〞。
ス
ピ
ー
デ

ィ
ー
に
非
言
語
問
題
を
解
く
た
め

に
は
出
題
さ
れ
る
問
題
に
〝
慣

れ
〞、〝
コ
ツ
〞
を
つ
か
む
こ
と
が

肝
心
で
す
。
出
題
さ
れ
る
問
題
は

高
校
受
験
レ
ベ
ル
。
つ
ま
り
、
中

学
校
で
学
ん
だ
こ
と
が
理
解
で
き

て
い
れ
ば
解
け
る
問
題
ば
か
り

で
、
専
修
大
生
で
あ
れ
ば
そ
れ
は

高
い
壁
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

　

11
月
８
日
（
火
）
〜

14
日

（
月
）
に
改
め
て
マ
イ
ナ
ビ
の

「
全
国
一
斉
Ｗ
Ｅ
Ｂ
模
擬
テ
ス

ト
」
の
受
験
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
対
象
は
１
〜
３
年
次
生
。
前

回
苦
戦
し
た
非
言
語
問
題
を
少
し

で
も
克
服
し
て
い
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
〝
早

め
の
対
策
〞
が
就
職
活
動
の
成
功

に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

　
専
修
大
学
は
９
月
、
宮

城
、
福
島
の
２
県
と
Ｕ
タ
ー

ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
促
進
に

関
す
る
協
定
を
結
ん
だ
。
本

学
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
促
進

協
定
は
こ
れ
で
10
県
１
市
に

な
っ
た
。
宮
城
県
が
首
都
圏

の
大
学
と
協
定
締
結
し
た
の

は
専
大
が
初
め
て
。

　
協
定
で
は
、
大
学
で
の
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
で
企
業

情
報
を
発
信
、
地
元
企
業
へ

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
け

入
れ
な
ど
で
連
携
す
る
。

　
12
日
は
宮
城
県
庁
で
調
印

式
が
あ
っ
た
。
村
井
嘉
浩
宮

城
県
知
事
は
「
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
に
は
若
者
を

県
内
に
呼
び
込
み
定
着
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
。
人
材
豊
富

な
専
大
で
県
独
自
の
就
活
イ

ベ
ン
ト
を
開
け
る
意
義
は
大

き
い
」と
協
定
を
歓
迎
し
た
。

　
14
日
は
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
福
島
県
と
協
定
を
結
ん

だ
。
飯
塚
俊
二
福
島
県
商
工

労
働
部
長
は
「
復
興
を
支
え

る
人
材
の
確
保
が
重
要
。
大

　
外
国
文
学
・
哲
学
、
日
本

の
古
典
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
の
翻
訳
と
、
翻
訳
を
取
り

巻
く
問
題
に
つ
い
て
議
論
す

る
文
学
部
創
立
50
周
年
企
画

「
翻
訳
が
ひ
ら
く
未
来
」
が

10
月
１
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
あ
っ
た
。

　
廣
瀬
玲
子
文
学
部
長
が

「
専
修
大
学
は
国
内
で
い
ち

早
く
西
洋
由
来
の
学
問
を
翻

訳
し
、
日
本
語
で
教
育
を
行

う
こ
と
を
目
指
し
た
。
日
本

で
は
翻
訳
を
通
し
て
遠
い
国

の
文
化
や
言
語
に
触
れ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。
講
師
は
石
川
達

夫
教
授（
ス
ラ
ヴ
文
化
論
）
、

大
久
保
譲
准
教
授
（
英
米
文

学
）、
鈴
木
泰
元
教
授
（
日

本
語
）、
神
崎
繁
教
授
（
西

洋
哲
学
）

廣
瀬
教
授
が
代

読
。

　
石
川
教
授
は
チ
ェ
コ
語
を

例
に
、
民
族
固
有
の
言
語
と

外
国
語
と
の
関
係
に
つ
い
て

考
察
。
英
語
が
擬
似
世
界
共

通
語
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

現
代
、「
日
本
語
へ
の
活
発

な
翻
訳
活
動
は
継
続
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
、

日
本
人
が
高
度
な

日
本
語
を
守
り
つ

つ
国
際
的
な
存
在

感
を
高
め
る
た
め

に
は
、
さ
ら
に
日

本
語
か
ら
英
語
へ

の
翻
訳
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
」
と

指
摘
し
た
。

　
大
久
保
准
教
授

は
約
百
年
間
に
わ

た
る
『
ジ
ー
キ
ル

博
士
と
ハ
イ
ド

氏
』
の
９
種
類
の

訳
文
を
比
較
。
ジ

　
２
０
１
６
年
度
の
課
程
博

士
・
修
士
課
程
学
位
記
授
与

式
（
※
）
が
９
月
23
日
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、

小
森
田
龍
生
さ
ん
（
文
学
研

究
科
博
士
後
期
課
程
社
会
学

専
攻
）
に
佐
々
木
重
人
学
長

か
ら
博
士
（
社
会
学
）
の
学

位
記
が
授
与
さ
れ
た
。

　
学
位
論
文
名
は
「
日
本
に

お
け
る
過
労
自
死
の
原
因
条

件
と
発
生
機
序
｜
判
例
を
用

い
た
質
的
比
較
分
析
と
事
例

研
究
｜
」（
指
導
教
授
・
嶋

根
克
己
人
間
科
学
部
教
授
）。

　
佐
々
木
学
長
は
「（
学
位

を
取
得
し
た
）
本
日
は
ゴ
ー

ル
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
が

勝
負
だ
と
い
う
気
持
ち
で
、

大
き
く
羽
ば
た
い
て
」
と
激

励
し
た
。

　
小
森
田
さ
ん
は
、
専
大
玉

名
高
校
か
ら
文
学
部
人
文
学

科
で
社
会
学
を
学
び
、
大
学

院
に
進
ん
だ
。
学
部
時
代
か

ら
一
貫
し
て
自
死
者
増
に
関

す
る
社
会
学
的
研
究
を
テ
ー

マ
に
し
て
き
た
。

　
大
学
院
で
は
過
労
自
死
に

テ
ー
マ
を
絞
っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

を
訪
ね
て
遺
族
へ
の
聞
き
取

り
調
査
を
重
ね
、
自
死
の
背

後
に
あ
る
原
因
を
探
っ
た
。

　
社
会
学
で
は
「
常
識
を
疑

う
こ
と
か
ら
新
た
な
発
見
が

あ
る
」
と
い
う
小
森
田
さ

ん
。
博
士
論
文
を
書
き
上
げ

る
ま
で
５
年
、「
な
ぜ
」
を

投
げ
掛
け
続
け
て
き
た
努
力

が
結
実
し
た
。
授
与
式
で
は

自
由
を
尊
重
し
て
温
か
く
見

守
っ
て
く
れ
た
嶋
根
教
授
ら

社
会
学
の
教
員
か
ら
祝
福
さ

れ
た
。

※
課
程
博
士
・
修
士
課
程
の

学
位
請
求
論
文
提
出
期
限
及

び
学
位
記
授
与
に
関
す
る
特

別
措
置
（
在
学
生
適
用
）
に

よ
る
。

生
い
立
ち
と
業
績
か
ら
学
ぶ

精
神
分
析
入
門

22
人
の
フ
ロ
イ
ト
の
後
継

者
た
ち

 

乾
吉
佑
監
修

　
精
神
分
析
の
講
義
は
難
解

と
言
わ
れ
る
。
臨
床
心
理
士

が
学
ぶ
多
摩
精
神
分
析
セ
ミ

ナ
ー
で
は
試
行
錯
誤
を
重

ね
、精
神
分
析
家（
ア
ナ
リ
ス

ト
）
の
生
い
立
ち
や
臨
床
業

績
を
絡
め
て
理
論
や
技
法
を

学
ぶ
方
法
が
、
理
解
を
助
け

て
く
れ
る
こ
と
に
気
付
く
。

　
本
書
は
こ
う
し
た
視
点
か

ら
、
フ
ロ
イ
ト
以
後
の
精
神

分
析
の
発
展
を
支
え
た
22
人

の
ア
ナ
リ
ス
ト
を
、
自
我
心

理
学
派
、
ク
ラ
イ
ン
学
派
、

独
立（
中
間
）学
派
の
大
き
く

三
つ
に
分
け
て
解
説
す
る
。

10
年
に
及
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
で
の

講
義
を
基
に
編
集
し
た
。

　「
臨
床
家
の
日
々
の
営
み

と
ア
ナ
リ
ス
ト
の
経
験
が
同

列
に
つ
な
が
り
、
身
近
な
親

し
み
や
、
時
に
は
鋭
い
警
告

・
叱
責
を
も
っ
て
入
っ
て
く

る
の
だ
っ
た
。（
略
）本
書
か

ら
種
々
の
ひ
ら
め
き
や
ヒ
ン

ト
を
見
出
す
に
違
い
な
い
」

（
監
修
者
に
よ
る
序
よ
り
）。

　
本
学
文
学
研
究
科
で
心
理

学
を
学
ん
だ
気
鋭
の
臨
床
心

理
士
ら
が
執
筆
を
担
当
し

た
。（
創
元
社
・
２
６
０
０

円
＋
税
）

　
監
修
者
（
い
ぬ
い
・
よ
し

す
け
）

専
修
大
学
名
誉
教

授
。
専
門
は
臨
床
心
理
学
。

神
崎
教
授
の
著
作
を
解
説
す
る
廣
瀬
教
授

小森田さん（右）と嶋根教授

ー
キ
ル
と
ハ
イ
ド
は
徐
々
に

「
二
重
人
格
者
」
の
代
名
詞

に
な
っ
て
ゆ
く
。
ま
た
「
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」
は
１

９
９
０
年
代
ま
で
は
「
個

性
」「
本
人
」
と
訳
さ
れ
て

い
た
が
、
一
般
に
こ
の
言
葉

が
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
近
年
で
は
そ
の
ま
ま
使
わ

れ
て
い
る
。

　
鈴
木
元
教
授
は
『
源
氏
物

語
』
の
現
代
語
訳
の
歴
史
と

新
し
い
訳
語
の
特
徴
に
つ
い

て
解
説
。
神
崎
教
授
は
、
日

本
で
は
明
治
期
に
訳
語
と
し

て
定
着
し
た
「
幸
福
」
と
い

う
言
葉
が
、
ギ
リ
シ
ャ
哲
学

に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
変
遷

を
経
て
い
る
か
を
論
じ
た
。

思
い
出
語
り
合
う

　
文
学
部
50
年
を
振
り
返
る

座
談
会
が
９
月
１
日
、
生
田

学
と
連
携
し
、
県
内
就
職
の

取
り
組
み
を
進
め
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　
両
県
と
協
定
書
を
交
わ
し

た
佐
々
木
重
人
学
長
は
「
地

域
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育

て
た
い
。
東
日
本
大
震
災
か

ら
立
ち
上
が
っ
た
企
業
、
震

災
後
に
設
立
さ
れ
た
企
業
な

ど
、
学
生
に
は
よ
く
知
っ
た

上
で
就
職
し
て
ほ
し
い
」
と

語
っ
た
。

就
職
課
か
ら

　〈
４
年
次
生
へ
〉
学
生
生

活
の
集
大
成
に
向
け
て
、
学

業
や
そ
の
ほ
か
の
活
動
に
注

力
し
て
い
た
り
、
就
職
活
動

を
継
続
し
て
い
た
り
す
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
企
業
の
採
用

意
欲
は
依
然
高
い
状
態
が
続

い

て

お

り
、

10
月

28
日

（
金
）
に
は
サ
テ
ラ
イ
ト
キ

ャ
ン
パ
ス
に
約
20
社
が
集
ま

り
学
内
企
業
説
明
会
を
実
施

し
ま
す
。
１
日
で
最
大
５
社

の
説
明
を
聞
け
る
の
で
、
こ

れ
ま
で
興
味
の
な
か
っ
た
業

界
や
企
業
に
目
を
向
け
る
チ

ャ
ン
ス
で
す
。
人
事
担
当
者

の
雰
囲
気
を
間
近
に
感
じ
る

こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　〈
３
年
次
生
へ
〉
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
皮
切
り
に
、
就

職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
で
も
お
伝
え
し
た
通

り
、
ま
ず
は
Ｓ
Ｐ
Ｉ
対
策
、

自
己
理
解
・
自
己
分
析
で
徹

底
的
に
自
分
と
向
き
合
い
ま

し
ょ
う
。
11
月
か
ら
は
業
界

研
究
入
門
が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
生
活
に
加
え

て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
増
え
大
変
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
希
望
に
か
な
っ

た
就
職
に
向
け
て
一
歩
ず
つ

着
実
に
準
備
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

「
文
学
部
50
年
史
」
編
さ
ん

の
一
環
で
、
学
生
や
教
員
、

職
員
と
し
て
文
学
部
と
と
も

に
歩
ん
だ
関
係
者
４
人
が
思

い
出
を
語
り
合
っ
た
。

　
出
席
者
は
▽
鈴
木
丹
士
郎

名
誉
教
授
▽
伊
吹
克
己
教
授

▽
元
職
員
で
常
務
理
事
を
務

め
た
大
場
徳
敬
氏
▽
荒
木
敏

夫
教
授
（「
文
学
部
創
立
50

周
年
記
念
企
画
実
施
委
員

会
」
委
員
長
）。
司
会
は
同

副
委
員
長
の
宇
都
榮
子
人
間

科
学
部
教
授
で
、
50
年
史
編

集
委
員
の
大
谷
正
文
学
部
教

授
も
加
わ
っ
た
。

　
文
学
部
草
創
期
を
知
る
鈴

木
名
誉
教
授
は
、
文
学
部
設

置
を
記
念
し
て
67
年
か
ら
毎

年
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

さ
れ
た
「
夏
季
大
学
国
文
学

公
開
講
座
」（
後
に
「
専
修

大
学
夏
季
公
開
講
座
」
に
改

称
、
２
０
０
９
年
度
終
了
）

に
つ
い
て
「
当
初
は
バ
ス
を

連
ね
て
の
文
学
散
歩
も
あ

り
、
非
常
に
盛
況
だ
っ
た
。

教
員
の
意
気
込
み
も
大
き
か

っ
た
」
と
懐
か
し
ん
だ
。

　
荒
木
教
授
は
「
夏
季
公
開

講
座
を
は
じ
め
、
地
域
や
社

会
貢
献
を
意
識
し
た
企
画
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

左
か
ら
荒
木
教
授
、
宇
都
教

授
、
伊
吹
教
授
、
鈴
木
名
誉

教
授
、
大
場
氏
、
大
谷
教
授

小森田さんに博士学位授与

常識を疑い新たな発見
過労自死の原因を探る

協定書を交わす佐々木学長

（右）と村井宮城県知事

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
促
進
協
定

新
た
に
宮
城
・
福
島
県
と

「
翻
訳
が
ひ
ら
く
未
来
」論
じ
る

佐
藤
准
教
授
が

学
会
奨
励
賞
受
賞

日
、
関
西
学
院
大
学
）
で
学

会
賞
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

　
論
文
は
「
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
液
状
化
被
害
へ
の
家

計
対
応
と
行
政
支
援
〜
千
葉

県
浦
安
市
お
よ
び
習
志
野
市

の
激
甚
被
災
地
域
を
対
象
と

し
た
比
較
分
析
〜
」。
震
災

で
液
状
化
被
害
が
甚
大
だ
っ

た
浦
安
市
と
習
志
野
市
で
、

家
計
を
対
象
と
し
た
質
問
紙

調
査
を
実
施
。
基
礎
自
治
体

独
自
の
補
助
金
事
業
の
政
策

効
果
を
比
較
分
析
し
た
。

　
調
査
は
２
０
１
３
年
10
月

か
ら
翌
年
１
月
に
か
け
て
、

同
学
部
４
年
次
生
（
当
時
）

有
志
３
人
と
の
自
主
ゼ
ミ
で

行
っ
た
。
論
文
は
、
計
画
行

政
学
の
分
野
で
将
来
へ
の
発

展
性
の
あ
る
優
れ
た
研
究
成

果
と
認
め
ら
れ
た
。

た
」
と
文
学
部
の
先
見
性
を

強
調
。

　
伊
吹
教
授
は
「
時
代
の
雰

囲
気
を
敏
感
に
反
映
し
て
今

の
文
学
部
が
あ
る
。
学
科
の

再
編
や
人
間
科
学
部
増
設

（
10
年
）
な
ど
を
実
現
さ
せ

た
経
験
は
今
後
も
生
か
せ
る

と
思
う
」
と
語
っ
た
。

筆
記
試
験
対
策
は
早
急
に

マ
イ
ナ
ビ
副
編
集
長
　
相
木
良
介


